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１ 資料総点数は、およそ 300 点ほどである。












ションは、欧州の民俗楽器などを含む約 30 点であった 3。またこの時点で、伊福部が個人とし

















HS 楽器分類法には、1914 年ドイツ語初版（[Hornbostel and Sachs 1961] の書誌付記事項参
照）と1961 年改訂版が存在し、その後も国際博物館会議（ICOM）の下部組織である、楽器の
博物館とコレクション国際委員会（CIMCIM）が、オンライン楽器博物館コンソーシアム（MIMO 
(musical instrument museums online) Consortium）と協力しながら、時代の変化に応じた要請と
研究成果を取り込みながら改訂を行っている 5。本稿では、これら最新の改訂状況を反映させると
ともに、各部門に特有の発音体を振動させる原因を示すために付与する接尾番号のセットも利用す
る。また日本語訳については、1961 年版の邦訳 [Hornbostel and Sachs 1995]と改訂英語版 [MIMO 
Consortium n.d.] を参考にしている。
 
4  掲載する地域名と国名は、国連統計部が発表する地域名および国名とその 3 桁コ ドーとアルファベット3 文
字の ISO ALPHA-3 コ ドー [United Nations Statistics Division 2013]、HS 楽器分類表は [MIMO Consortium 
n.d.] に基づく。
5 ICOM = http://icom.museum
 CIMCIM = http://network.icom.museum/cimcim/































































以下に、各分類項目の定義を示す [MIMO Consortium n.d.]。
6. クノン
W. 820, H. 350, D. 406 (mm)
単体ゴング（6 の音）のサイズ

































































































弦 3 本と金属製共鳴弦 25 本の構
成。芸術音楽用モデル。
15. サウン・ガウ
































NGDMI　= Sadie, Stanley (ed.)
  1997 The New Grove Dictionary of Musical Instruments.
  (First edition: 1984). London.
NGSODJ　= Sadie, Stanley 他（編）
  1995 『ニューグローヴ世界音楽大事典』. 東京 .
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6　付録：楽器一覧に使用した HS 楽器分類番号の詳細 [MIMO Consortium n.d.]
　111.211 直接単打奏体鳴楽器：単打奏棒。
　111.212 直接単打奏体鳴楽器：打奏棒のセット：異なる音高の複数の打奏棒を結合し
  て単体の音具を構成する。全てのザイロフォン。
　111.222 直接単打奏体鳴楽器：単打奏板のセット：リトフォン（中国）やほとんどの
  メタロフォン。
　111.241.11 直接単打奏体鳴楽器：独立ゴング：コブ付きゴング、コブなし（つ
、 、
ばあり）
  ゴングおよび中間型ゴング。
　111.241.21 直接単打奏体鳴楽器：ゴングのセット（ゴング・チャイム）：コブ付きゴング、
  コブなし（つ
、 、
ばあり）ゴングおよび中間型ゴングのセット。
　312.11-4 筒ツィター：切り出し弦式完全筒型ツィター：バチにより発音。
　314.122-5 板型ツィター：共鳴箱式（箱型ツィター）：素手の指により発音。
　321.311-71 棹型柄リュート：鉢型差し込み柄リュート：弓による擦奏。
　321.321-5 棹型柄リュート：鉢型頸柄リュート：素手の指により発音。
　321.321-6 棹型柄リュート：鉢型頸柄リュート：プレクトラムにより発音。
　321.321-7 棹型柄リュート：鉢型頸柄リュート：弓により発音。
　322.11-5 ハープ：弓型ハープ：素手の指により発音。
